
歴
史
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る
辮
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と
灌
出
的
…
丈
學
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ア
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ス
テ
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京
都
哲
墨
二
曾
規
則

第
一
條
本
會
ヲ
京
都
哲
學
會
｝
構
ス

轄
耀
二
妹
怖
　
乗
苧
倉
細
細
廠
版
義
二
紘
帆
ケ
ル
甜
耀
郷
鰍
Ψ
ノ
研
閣
究
及
背
…
ハ
就
掃
及
ヲ
以
テ
臼
回
的
㍗
ス

第
三
條
　
本
會
ハ
前
條
ノ
段
的
ヲ
蓮
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
｝
、
毎
”
｝
嗣
研
究
會
ヲ
開
ク

　
　
…
、
毎
年
公
紺
講
演
倉
ヲ
開
ク

　
　
一
、
飾
肥
月
一
岡
［
哲
臓
堕
研
究
ヲ
嚇
震
一
打
ス

第
四
條
本
四
事
務
所
ヲ
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
内
工
既
ク

第
五
條
本
四
ノ
事
業
ヲ
経
醤
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
負
ヲ
読
ク

　
　
一
、
委
長
（
若
干
名
）
京
都
帝
国
大
塔
丈
田
部
哲
學
科
敏
官
及
委
員
會
二

　
　
　
於
テ
粥
厳
催
糊
シ
友
’
ル
者
ヲ
以
テ
之
二
諏
ん
ソ

　
　
一
、
轟
登
記
（
一
名
）
乗
次
溢
（
命
”
二
於
テ
囎
鱗
茜
ス

第
六
條
　
本
丁
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
倉
員
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
學
校
、
叢
書
館
、
敏
育
會
、
其
他
ノ
團
盤
ハ
其
團
膿
ノ
名
ヲ
以
テ
入
會
ス

　
〃
コ
｝
ヲ
得

第
七
條
　
命
H
員
ハ
會
費
ト
シ
テ
二
四
繍
剛
四
三
銭
、
萌
後
二
期
…
二
分
チ
テ
前
納
…

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
會
員
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
含
合
工
出
席
ス
ル
コ
㍗
ヲ
得
、
旦
ツ
雑
誌

　
『
暫
學
研
究
』
ノ
灘
付
ヲ
受
ク

第
九
條
　
本
町
規
期
ノ
改
皿
墾
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
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簿
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博
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文
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博
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等
博
士

丈
學
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丈
學
士

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
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博
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丈
二
三
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丈
學
士
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學
博
士

交
題
博
士
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京
郷
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京
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井
　
幽

勉
著

（西

¥
三
冊
）

ノレ

綴：頁
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三入
〇五

逡掃
　誰
三
葉一

四

　
ベ
ー
タ
…
の
丈
章
た
麺
じ
て
ギ
ン
ケ
〃
マ
ン
の
人
物
に
親
し
み
、
或
は
彼
の
生
業
「
古
代
美
衛
史
」
な
繕
い
六
人
も
あ
っ
六
で
あ
ら
う
。
し
か
し
ギ

ン
ケ
ル
マ
ン
の
思
想
が
奄
静
的
に
國
語
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
そ
の
歴
吏
的
地
位
と
現
代
的
意
義
が
明
か
に
さ
れ
る
こ
と
ぼ
全
く
剃
の
こ
と
が
ら
で
あ

ろ
Q
蓋
し
か
く
し
て
こ
そ
彼
の
思
想
が
我
々
の
地
に
根
た
下
し
、
そ
こ
に
薫
育
な
驚
け
得
ろ
の
で
あ
る
か
ら
。
且
つ
ま
大
面
ン
ケ
〃
マ
ン
匡
ギ
リ
シ

ャ
美
術
為
揃
「
じ
て
ギ
リ
シ
ャ
精
憩
な
ド
ノ
「
ソ
に
移
…
雛
し
敦
円
坂
剃
の
人
で
あ
ろ
Q
彼
が
一
あ
っ
て
こ
そ
レ
ッ
シ
ン
グ
や
グ
…
テ
の
代
表
す
る
ド
ノ
ー
ソ
古
写
ハ

主
義
ほ
開
花
し
、
結
實
し
得
力
の
で
あ
る
。
「
自
己
の
天
性
の
中
に
ギ
リ
シ
ャ
精
紳
の
理
解
へ
の
鍵
な
も
っ
て
ゐ
雲
」
こ
の
「
近
代
の
ギ
サ
シ
や
人
」
に

と
っ
て
ほ
、
臼
ら
が
生
ら
・
る
蒔
陥
代
ほ
心
な
尉
心
め
ら
れ
カ
い
い
箆
ハ
…
圏
で
あ
り
、
　
ギ
”
シ
ヤ
の
二
化
こ
そ
正
に
・
人
の
常
に
立
返
る
べ
寄
・
故
郷
で
あ
っ
旗
。
由
貞

典
に
返
る
こ
と
ほ
部
ち
暗
代
に
先
ん
ず
ろ
こ
と
で
あ
り
、
歴
吏
な
超
え
る
こ
と
ほ
歴
更
の
申
に
生
毒
・
る
こ
と
で
あ
っ
六
。
し
か
し
軍
ン
ケ
ル
マ
ン
に

「
ギ
リ
シ
ャ
の
獲
見
看
」
と
し
て
そ
の
一
般
文
化
史
に
お
け
る
地
伎
な
確
立
し
象
の
み
な
ら
す
、
ま
象
「
古
代
美
衛
の
灘
想
な
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
藝
徳
作
品
及
び
藝
語
史
の
理
念
秘
見
聡
し
糞
し
「
美
の
桜
見
潜
」
で
あ
ろ
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
最
初
の
偉
大
な
美
徳
史
家
ほ
ま
糞
嗣
噂
に
近

代
美
學
の
鯖
始
潜
と
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
。
蓋
し
、
著
者
の
い
ほ
れ
ろ
や
う
に
、
美
撃
ぼ
藝
術
と
猛
撃
と
の
結
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
で

ぱ
な
く
、
藝
衛
的
騰
験
虞
盛
の
哲
學
的
自
幌
に
本
つ
い
て
成
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
。
古
典
と
藝
構
的
事
象
肉
盤
へ
の
復
麟
，
が
切
實
に
要
求
さ

れ
ろ
現
代
に
お
い
て
、
我
々
が
ま
つ
就
て
難
ぶ
べ
き
に
「
氣
高
い
軍
純
と
瀞
か
な
偉
大
し
の
羅
宇
者
ヰ
ン
ケ
ル
マ
ン
で
あ
る
Q
そ
し
て
確
實
な
貸
料
に

依
櫨
ぜ
ろ
客
槻
的
叙
蓮
と
明
快
轟
利
な
分
析
に
よ
っ
て
ギ
ン
ケ
ル
マ
ン
に
訳
す
る
決
定
的
鴫
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
し
て
保
識
さ
れ
索
諸
島
氏
の
勢
作
ほ
、

「
黎
術
か
槻
ろ
新
し
い
限
な
開
き
し
人
な
「
何
物
か
に
す
る
」
カ
な
も
っ
て
み
ろ
○
（
服
部
英
次
郎
）

近
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近
代
フ
ラ
ン
ス
蹟
麟
と
支
郷
趣
味

小
林
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